
  

               

                 

１１月の保健目標 

姿勢を正しくしよう 

歯の治療を受けよう 

令和５年１１月 ８日 

北区立神谷中学校 

 

インフルエンザによる学級閉鎖があり、まだ体調に不安がある人もいるかもしれません。今年はコロ

ナ禍では流行しなかった様々な感染症の流行がみられます。新型コロナウイルス対策で抑え込まれてい

たため、感染症に対する免疫をもっていない人が多いことや、流行の時期が早く予防接種が追いついて

いないなど様々な理由があると思います。感染症に怯
お び

えす

ぎず、学校生活を送るために、睡眠と朝食をはじめとする

生活リズムをととのえて、免疫力を上げていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

「出席停止解除届」（HPでダウンロードが可能です）をご

ご家庭で記入していただき、提出をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

姿勢が悪いと、内臓を圧迫して血流や働きが滞ったり、目が近付きすぎて視力が低下したり、集中力が

なくなったりします。また、身体の機能を調整している「自律神経」は、背骨の中を通っているため、心

や体の不調の原因にもなります。「いい姿勢」について、考えてみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インフルエンザは、発症後５日かつ解熱後２日間出席停止です！ 

 

□ 足を組む    □ 肘をついて座る  □ 寝転んで本を読む   

□ スマホを見る時間が長い   □ いつも同じ側でカバンを持っている 

チェック 
してみよう！ 

 



 

 歯科検診後、歯の治療は行きましたか？ むし歯、歯肉炎を指摘された人が、治療に行き「診断報告

書」を出した割合は、下の表のとおりです。歯の治療は時間がかかります。とくに３年生は、受験の大事

な時期に歯が痛み出すことのないように、１１月中に治療に行きましょう。 

自分の歯や体を守るためにも、かかりつけの歯科をつくり、定期的な歯のメンテナンスが必要です。 

むし歯・歯肉炎の指摘者、そのうちの治療者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 むし歯 歯肉炎 治療者 

１年生 １８人 32.1％ １人 0.2％ ７/１８人 38.9％ 

２年生 １７人 38.6％ ２人 4.5％ ８/１９人 42.1％ 

３年生 １２人 40.0％ ２人 6.7％ ３/１２人 25.0％ 


